
卒
業
生
１
６
０
名
以
上
と
大
学
か
ら
上
井
学
長
は
じ

め
首
脳
が
参
加
し
ま
し
た
。

明
る
い
雰
囲
気
の
中
、
杉
尾
会
長
が
挨
拶
し
、「
私

学
に
負
け
な
い
人
脈
作
り
を
」
と
熱
く
語
る
と
共
に
上

井
学
長
の
大
学
の
近
況
な
ど
の
お
話
の
あ
と
、
理
工
学

大
学
院
の
斎
藤
雅
一
教
授
が
米
科
学
誌
サ
イ
エ
ン
ス
に

掲
載
さ
れ
た
研
究
を
や
さ
し
く
解
説
す
る
な
ど
ア
カ
デ

ミ
ッ
ク
な
雰

囲
気
で
交
流

会
を
盛
り
上

げ
、
卒
業
生

を
代
表
し
て

大
澤
辰
英
氏

（
文
理
学
部
）

の
乾
杯
の
音

頭
で
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

卒
業
生
の
ト

ー
ク
リ
レ
ー

で
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ

元
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
の
宮
田

修
氏
（
教
育

学
部
卒
）、�

ク
レ
デ
ィ
セ

ゾ
ン
代
表
取

締
役
の
林
野

宏
氏
（
教
養
学
部
）
Ｊ
Ｒ
東
日
本

執
行
役
員
の
椎
橋
章
夫
氏
（
工
学

部
）
や
作
家
の
鳥
羽
亮
氏
（
教
育

学
部
）
の
楽
し
い
思
い
出
話
な
ど

が
続
き
、
和
気
藹
藹
の
ひ
と
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。
最
後
に
は
全
員

で
埼
玉
大
学
歌
を
斉
唱
し
、
参
加

者
全
員
に
は
同
窓
会
連
合
会
が
作

成
し
た
同
窓
会
記
念
誌
が
配
ら
れ
、

再
開
を
誓
っ
て
お
開
き
と
な
り
ま

し
た
。

こ
の
内
容
は
、
平
成
２３
年
１１
月

４
日
付
け
の
読
売
新
聞
に
も
報
道

さ
れ
ま
し
た
。

Ｓ３２大 澤 辰 英
林 正 男
渡 辺 喜 一

Ｓ３３新 井 富美男
桜 田 良 彦
内 藤 勝 久

Ｓ３９飯 島 辰 夫
粕 谷 渥
鎌 倉 一 郎
田 村 元 一

Ｓ４２西ケ谷 浩 正
Ｓ４３入 野 勝 見

永 井 孝 一
Ｓ４４権 田 憲 吉
Ｓ４５佐 渡 晋一郎

田 中 賢 二
Ｓ４６杵 鞭 弘 恭

宮 下 泰 三
Ｓ４７田 坂 敏 幸

大 木 雄生男
須 田 和 紀
須 藤 富 平
松 崎 健
吉 田 円

山 根 健次郎
由 井 文 良

Ｓ５０高 野 政 之
古 野 治
藤 川 恭 一
宮 脇 豊
山 田 昌 弘

Ｓ５１小 越 信 良
倉 上 伸 夫
渡 邊 英 臣

Ｓ５３中 村 直 行
平 本 一 郎

藤 原 晃
室久保 貞 一

Ｓ５４赤 嶺 純
Ｓ５６舘 逸 志
Ｓ５７手 嶋 毅
Ｓ５８荒 川 泰 行

大 橋 秀 夫
鈴 木 義 郎

Ｓ５９永 池 昇 治
野 村 正 弘

Ｓ６０柳 澤 ひとみ
Ｓ６１千 葉 健

古 屋 久 昭
星 二 郎

Ｈ４ 室 田 弘 寿
Ｈ８ 西 田 敬
Ｈ９ 後 藤 昭
Ｈ１１渡 辺 美 久
Ｈ１２出 口 雅 史
Ｈ１４鴻 池 正 志
Ｈ１７福 島 昇
Ｈ１９星 和 男
Ｈ２１勝 山 直 輝
現役 小 関 智 明

総計６０名

同
窓
会
連
合
会
・
５
学
部
同
窓
会
主
催
の

第
１
回
埼
玉
大
学
同
窓
会
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

１０
月
２７
日
�
埼
玉
大
学
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
カ
レ
ッ
ジ
の
あ
る
サ
ピ
ア
タ
ワ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

発行 埼玉大学経済学部同窓会 経和会会長 田坂 敏幸 ／ 編集 広報委員長 古屋 久昭
さいたま市桜区下大久保２５５番地 TEL 048－858－9218（印刷：望月印刷㈱）

第 14 号
2011年6月1日発行

埼玉大学経済学部同窓会

経和会関係の出席者は次のとおりです。

今回の東日本大震災で犠牲になられた方々のご冥福をお祈り申し上げ、多くの被災者並びにご家族・関係者の方々
に心からお見舞い申し上げます。また、一日も早い被災地域の復旧と復興を心より願っております。
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こ
の
度
の
東

日
本
大
震
災
で

被
災
さ
れ
た
学

生
や
卒
業
生
の

皆
様
、
そ
の
ご

家
族
の
方
々
に
対
し
ま
し
て
、
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
一
日
も
早

い
復
旧
復
興
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
１０
月
に
会
員
の
皆
様
と

前
執
行
部
の
役
員
の
お
陰
で
会
員
名
簿

第
４
号
を
９
年
ぶ
り
に
刊
行
で
き
ま
し

た
。
紙
面
を
持
ち
ま
し
て
こ
こ
に
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

２１
年
度
は
新
た
な
経
和
会
活
動
と
し

て
発
展
し
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
現

役
学
生
や
保
護
者
の
方
々
へ
の
同
窓
会

活
動
に
理
解
を
深
め
る
普
及
活
動
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。
む
つ
め
祭
開
催
時
に

「
３
年
次
学
生
の
保
護
者
を
対
象
と
し

た
就
活
保
護
者
セ
ミ
ナ
ー
」
を
実
施
、

ま
た
、「
３
年
次
向
け
就
職
セ
ミ
ナ
ー
」

を
１
月
、
２
月
に
７
回
シ
リ
ー
ズ
を
行

い
、
就
活
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
多
く
の
方
々
に
読
み
や
す
い

よ
う
経
和
会
会
報
の
紙
面
の
刷
新
も
図

り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
同
窓
会
連
合
会
内
の
１
同

窓
会
と
し
て
同
窓
会
交
流
会
（
昨
年
１０

月
２７
日
に
東
京
駅
サ
ピ
ア
タ
ワ
ー
で
開

催
）
に
参
加
し
ま
し
た
。
５
学
部
で
実

行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
力
を
合
わ
せ

て
行
い
、
総
合
国
立
大
学
で
は
ほ
と
ん

ど
例
を
見
な
い
初
の
試
み
で
あ
り
、
新

し
い
同
窓
会
活
動
の
幕
開
け
で
も
あ
り

ま
し
た
。

一
方
、
経
和
会
が
抱
え
る
将
来
の
課

題
に
財
政
問
題
が
あ
り
ま
す
。
卒
業
生

が
１
万
名
を
超
え
、
会
報
等
の
送
料
経

費
が
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
財
政
を
圧

迫
し
て
き
て
い
ま
す
。
今
の
う
ち
か
ら

手
を
打
と
う
と
新
入
生
か
ら
の
終
身
会

費
納
入
率
の
ア
ッ
プ
の
た
め
の
活
動
で

納
入
を
訴
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
あ

ら
ゆ
る
面
で
の
運
営
経
費
の
削
減
に
も

力
を
注
い
で
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
今
後
増
加
す
る
会
員
数
を

考
え
る
と
経
和
会
会
報
の
卒
業
生
へ
の

会
費
納
入
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
住
所

の
判
る
方
全
員
に
発
送
し
て
い
る
会
報

の
送
付
を
将
来
見
直
し
、
会
費
納
入
の

方
々
に
限
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
時
期
が

来
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

是
非
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な

い
た
め
に
も
卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

一

日
時

平
成
２３
年
７
月
９
日
�

�
総

会
�
１４
時
（
受
付
開
始
１３
時
３０
分
）

�
懇
親
会
�
１５
時
〜
１７
時

二

住
所

埼
玉
大
学
大
久
保
キ
ャ
ン
パ
ス

住
所
�
さ
い
た
ま
市
桜
区
下
大
久
保
２
５
５

電
話
�
０
４
８
（
８
５
８
）
９
２
１
８

�
総

会
�
経
済
学
部
Ａ
棟
５
階

Ａ
５０４
講
義
室

�
懇
親
会
�
大
学
会
館
３
階

大
会
議
室

三

懇
親
会

今
回
も
昨
年
度
の
総
会
に
引
続
き
、

現
役
学
生
と
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
と
し
て
交
流
会
を
企

画
・
実
施
し
て
社
会
問
題
・
就
職
環
境
に
つ
い

て
就
業
経
験
・
人
生
経
験
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

等
の
場
と
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
是
非
と

も
、
積
極
的
な
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

四

懇
親
会
会
費

５
、０
０
０
円

（
現
役
学
生
・
院
生
は
無
料
で
す
）

五

交
通
手
段

�
Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
「
北
浦
和
駅
」
よ
り
、
埼

玉
大
学
行
き
バ
ス
乗
車
１５
分
程
度

�
Ｊ
Ｒ
埼
京
線
「
南
与
野
駅
」
よ
り
、
埼
玉
大

学
行
き
バ
ス
乗
車
１０
分
程
度

�
Ｊ
Ｒ
埼
京
線
「
南
与
野
駅
」
よ
り
、
タ
ク
シ

ー
乗
車
で
は
料
金
は
１
、０
０
０
円
程
度

六

出

欠

７
月
１
日
�
ま
で
に
、同
封
の「
は

が
き
」
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

新
た
な
同
窓
会
活
動
と
将
来
の
課
題
に
つ
い
て

経
和
会
長

田
坂

敏
幸
（
Ｓ
四
七
年
卒
）

平成２３年度

経経経
和和和
会会会
総総総
会会会
ののの

ごごご
案案案
内内内

保保護護者者セセミミナナーー名 簿 案 内

「経和会会員名簿第４号」
が９年ぶりに昨年１０月に刊
行されました。
会員名簿は氏名、住所の
ほか勤務先、出身校や会員
索引、勤務先一覧などがあ
り、大変充実しています。
また、学生の皆さんには
就活にも大いに利用できま
す。是非、ご購入下さい。
申し込み：
経和会郵貯銀行口座への
お振込みにて申し込み完
了です。
頒布金額：３，０００円
口座名：
埼玉大学経済学部経和会
００５００‐４‐２２６０５
なお、会員名簿購入代と
ご記載ください。
着金次第、送付いたします。
送料は経和会負担です。

経済学部３年次の保護者を対象とした就職支援セミナーが経済学部で開催されました。（１０月３０日）
当日はむつめ祭の一日でしたが生憎の台風接近にもかかわらず参加者は熱心に聞いておりました。終了後、個別
相談も行いました。参加者は遠方から来られた方もおり約４０名でした。

講師は埼玉大学で就職相談を行っている就職カウンセラーの方々です。
現在、大学の就職支援チームには卒業生のカウンセラーは６名でそのうち、３名が
今回、講師を務めました。卒業生カウンセラーの特徴は、４０年近い会社生活から経験
豊富で業界・企業の知識が強みです。
４年次の学生諸君には是非、相談に来ていただきたいと願っております。

経済学部出身者カウンセラーの出身企業は次のとおりです。
松崎健（富士通）、須藤富平（清水建設）、大木雄生男（国民生活金融公庫）、田坂敏幸（三井住友海上火災保
険）の皆さん、業界研究・企業研究が得意でエントリーシートの添削などでも学生に高い評価を得ています。

経済学部卒業生の相談日は月・金です。

経和会では、東日本大震災に際し「埼玉大学緊急支援奨学金」に賛同し協力して参ります。是非、同窓生の皆様
へもこの募金へのご賛同・ご協力をお願い申し上げます。 （関連記事は、８Pに掲載）
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公務員関係 ５３
※公務員のみの表示が１２件ある

ため数字は表示せず

国土交通省、財務局・国
税庁関係、東京都、東京
都特別区、埼玉県警、�
いたま市、国立大学（埼
玉）、栃木県、茨城県、
福島県、山形県、秋田県

など

金融・保険・証券 ４６
大和証券 ６
日本政策金融公庫 ３
中央労働金庫 ３
足利銀行 ３
群馬銀行 ２
東邦銀行 ２
武蔵野銀行 １
三井住友海上 ２
りそなグループ １

日本生命 １
三菱UFJリース １
三井住友ファイナンス
＆リース １
芙蓉総合リース １

など
一般企業
小田急電鉄 １
ベルーナ ２
コニカミノルタ １

関電工 １
キリンビバレッジ １
鹿児島テレビ １

など
大学院進学
京都大、名古屋大、
早稲田大、国際基督教大、
横浜市立大 各１

就
活
し
て
よ
か
っ
た
！
こ
れ
が
私
の
就

職
活
動
を
通
し
て
の
感
想
で
す
。
も
ち
ろ

ん
毎
日
の
よ
う
に
東
京
に
出
て
、
エ
ン
ト

リ
ー
シ
ー
ト
と
面
接
に
追
わ
れ
る
日
々
は

辛
く
苦
し
い
も
の
で
す
。
し
か
し
同
時
に
、

積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
分
だ
け
自
分
が
成

長
で
き
る
ま
た
と
な
い
機
会
で
も
あ
り
ま

す
。
自
分
の
場
合
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
や
セ

ミ
ナ
ー
で
出
会
っ
た
友
人
や
Ｏ
Ｂ
訪
問
で

お
世
話
に
な
っ
た
先
輩
に
大
い
に
刺
激
を

受
け
、
自
分
の
世
間
知
ら
ず
さ
を
思
い
知

ら
さ
れ
た
も
の
で
す
。
Ｏ
Ｂ
訪
問
は
最
初

の
内
は
尻
込
み
し
て
し
ま
い
ま
す
が
、
知

識
・
経
験
・
自
信
が
付
く
の
で
強
く
お
勧

め
し
ま
す
。
バ
イ
ト
、
ゼ
ミ
、
サ
ー
ク
ル

な
ど
探
そ
う
と
す
れ
ば
幾
ら
で
も
社
会
人

と
の
接
点
は
あ
る
は
ず
で
す
。

去
年
の
埼
玉
大
学
生
を
見
て
い
る
と
、

経
済
学
部
だ
っ
た
ら
金
融
だ
け
し
か
見
て

い
な
い
と
い
う
よ
う
に
、
狭
い
視
野
に
な

っ
て
い
る
人
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
最
初
か
ら
選
択
肢
を
狭
め
る
な
ん
て

勿
体
無
い
！
是
非
、
様
々
な
業
種
を
見
て

回
っ
て
、
刺
激
を
受
け
て
下
さ
い
。
就
活

後
の
世
の
中
の
見
方
が
変
わ
り
ま
す
よ
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
お
世
話
に
な

っ
た
先
輩
方
へ
の
感
謝
と
後
輩
の
就
職
活

動
で
の
健
闘
を
お
祈
り
し
て
こ
の
文
の
結

び
と
致
し
ま
す
。

私
の
就
職
活
動
は
３
年
生
の
夏
休
み
中

盤
９
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。「
超
就
職

氷
河
期
時
代
」
と
言
わ
れ
る
就
職
活
動
を

乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
た
背
景
に
は
、
学

校
で
の
授
業
で
の
経
験
が
生
き
た
よ
う
に

感
じ
て
い
ま
す
。
３
年
生
か
ら
受
講
す
る

こ
と
が
で
き
る
研
究
授
業
や
ゼ
ミ
活
動
の

中
で
様
々
な
人
と
意
見
を
交
わ
す
中
で
、

常
に
自
分
な
り
の
考
え
・
意
見
を
持
ち
、

そ
れ
を
相
手
に
伝
わ
る
よ
う
に
話
す
と
い

う
訓
練
が
で
き
た
こ
と
で
、
面
接
で
も
自

分
の
意
見
を
論
理
的
に
話
す
こ
と
が
で
き

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
う
し

た
経
験
は
大
教
室
で
行
わ
れ
る
講
義
だ
け

で
は
決
し
て
得
ら
れ
な
い
経
験
で
あ
り
、

就
職
活
動
に
限
ら
ず
今
後
仕
事
を
し
て
い

く
中
で
も
必
要
と
さ
れ
る
力
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。
ま
た
埼
玉
大
学
は
首
都
圏
に
限

ら
ず
地
方
か
ら
の
出
身
者
も
多
い
の
で
、

よ
り
多
様
な
考
え
方
を
持
っ
た
友
人
た
ち

に
囲
ま
れ
て
日
々
刺
激
を
受
け
、
充
実
し

た
大
学
生
活
を
送
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

世
間
で
は
「
ぶ
ら
下
が
り
社
員
」
や
「
３

年
で
辞
め
て
し
ま
う
若
者
」
な
ど
が
問
題

視
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
厳
し
い
就
職
状
況

の
中
社
会
人
に
な
る
こ
と
の
責
任
と
自
覚

を
持
ち
、
社
会
の
一
員
と
し
て
こ
れ
か
ら

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成２２２２２２２２２２２２２２２２２２３３３３３３３３３３３３３３３３３３年年年年年年年年年年年年年年年年年年３３３３３３３３３３３３３３３３３３月月月月月月月月月月月月月月月月月月卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒のののののののののののののののののの就就就就就就就就就就就就就就就就就就職職職職職職職職職職職職職職職職職職状状状状状状状状状状状状状状状状状状況況況況況況況況況況況況況況況況況況
今年は就職難３年目となり氷河期の影響が出た年と言えそうです。しかし相変わらず公務員志望が５３名と多く、公務

員に強い経済学部の印象を強めています。今年もUターンが多く、栃木、茨城、福島、山形、秋田の県庁を始め、市

役所にも内定が多く出ています。また、警視庁など警察関係が増えています。一方、埼玉県、�いたま市の地元公務員
は減少しています。

金融機関や保険業界では就職難を反映してか都市銀行は、りそなグループ１名と少なく、代わって日本郵政や地方の

信用金庫が増えてきており、学生の堅実な就活の表れかも知れません。また、今年は１３名と証券業界に人気が集まり、

中でも大和証券に６名が内定しています。

今年の特徴に大学院進学者が５名おります。嬉しい反面、就職難を象徴しているようです。最後に今年も数名の公認

会計士が誕生しました。皆さんの活躍を期待しています。

平成２３年３月卒 主な内定先リスト（平成２３年３月現在）

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

菅原 祥明「中国の地域間格差」

小布施文康「宿泊税についての再考」
竹部 素「永住外国人参政権について」
孫 善姫「日本百貨店の特徴 返品制について」
矢島 理恵「東アジア農業共同体 東アジア FTAに向けて」

最優秀論文

優 秀 論 文
第６回

優秀論文
表 彰

就就
��

職職
��

活活
��

動動
��

体体
��

験験
��

記記

株
式
会
社
ベ
ル
ー
ナ
内
定

埼
玉
大
学
経
済
学
部

経
営
学
科
卒
業

菱
沼

匡

三
井
住
友
海
上
火
災
保
険

株
式
会
社

内
定

埼
玉
大
学
経
済
学
部

経
営
学
科
卒
業

藤
田

李
佳
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埼玉大学経済学部の学生による埼玉県知事に政策提言を行う

「知事と学生の意見交換会」が、平成２３年１月２５日�に行われ
ました。

平成２２年１０月から埼玉大学と埼玉県が協働し、経済学部の学

生７４名が平成２２年度後期の授業の一環として、県職員による出

前講座の受講、現地調査などを通じて政策研究を行い、「埼玉

県の魅力の戦略的な発信」、「みどりの再生の取組」、「若者の就

業対策」など７つのテーマに関して提言をまとめました。

上井学長、上田知事の挨拶、松本経済学部教授からの趣旨説

明の後、テーマごとのグルー

プがそれぞれの研究成果を知

事に直接プレゼンテーション

しました。

提言を聴いた知事からは

「良くまとめられている。今後

の政策に生かしていきたい。」

と意見が述べられました。

この度、改修しておりました学生宿舎が無事に完成し、平成

２３年１月新春から新たにスタートを切ることとなりました。

埼玉大学学生宿舎は、埼玉大学に在学する学生に対し、修学

に適する良好な環境を提供し、自主的な生活を通じて、自律性

を培うとともに、規律ある社会性を育む機会を与えることを目

的として設置しています。

居室数は男子２棟１４４名、女子１棟１２８名、計２７２名で全室個

室です。

入居対象者は、学部新入生（１年生）で、より多くの学生が

入居できるように入居期間は２年間とし、毎年半数の１３６名を

募集します。

居室内には、ベッド・机・椅子・シュー

ズ入れボック

ス・ユニットバ

スト イ レ・IH

レンジ付ミニキ

ッチン・エアコ

ン・遮光カーテ

ン・テレビ端子・

インターネット端子・照明を

備えており、布団等の生活用

品があれば、すぐに生活でき

るようになっております。

共用施設は、入居者の交流

の場として、会合室�・�・�
（和室）、調理室を設け、そのほかランドリールームがあります。

（食事の提供はありません。）

安全面には、特段の配慮を行い、入館時のキー装置を設置す

るほか、防犯カメラの設置、警備員による巡視、女子棟回りに

フェンスを設置しております。

なお、集団生活の「寮」から個室の「学生宿舎」となったた

め、「蒼玄寮」、「悠元寮」の名称は無くなってしまいました。

寮の名前が無くなったことは、特にかつて寮生であった方々に

は非常に残念に思われるとは思いますが、これも集団から個へ

の時代の流れでしょうか。

今度の学生宿舎はワンルームマンションのような快適な空間

で、勉学やキャンパスライフを満喫するのには良いところとな

っています。

埼玉大学では、学生自身が責任をもって自主性・創造性を発揮で

きる活動プロジェクトを支援する事業として、「Campus plus プ

ロジェクト」を行っています

平成２２年度のプロジェクトの成果報告会が２月１５日�に行われ、
次のプロジェクトについて、各プロジェクトの代表者が、活動目的・

目標設定からその達成までの経過をプレゼンテーションしました。

平成２３年５月１０日、埼玉大学で埼玉りそな銀行による寄付講

義「現代銀行経営論」が開かれました。上条社長が教壇に立ち、

金融機関の基本的役割や現在の金融情勢などを説明し、学生ら

約１１０人が耳を傾けました。

寄付講義は毎年開かれ、今年で４年目です。今回は、７月５

日まで毎週火曜日に、計９回の講義が開かれる予定です。経済

学部の専門課程の講義としての位置付けですが、全学部の学生

が受講できます。具体的には、震災被災地の金融機関の現金支

払業務やビジネスマッチングの企業の経営支援などの経営戦略

が講義で語られました。

平平成成２２２２年年度度大大学学ニニュューースス

埼玉大学経済学部の学生が埼玉県へ政策提言を行いました

埼玉大学新学生宿舎が完成しました

平成２２年度学生の自主的活動支援プロジェクト

「Campus plus プロジェクト」が報告会を開催しました
うらわ祭り活性化プロジェクト
夏の巡回人形劇公演
埼大生も大いに埼玉大学を語ろう！
有機農業から広がる輪
キャンドルナイト『ぽ』

Campus plus
プロジェクト

埼玉大学で埼玉りそな銀行社長による寄付講義を開催

プレゼンテーションする学生

新学生宿舎

コメントを述べる上田知事挨拶する上井学長

▲キッチン
机�
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第61回

埼玉大学むつめ祭埼埼玉玉大大学学むむつつめめ祭祭 MUTSUMEMMUUTTSSUUMMEE

▲vol.７特集テーマ
「むつめ祭」

むつめ祭は埼玉大学最大のイベントであり、学生はもちろんのこと、教員やOB・OG、地域の方々等、多くの人達の協力のも
とで開催されています。
一昨年には、第６０回という記念すべき回を迎え、昨年の第６１回では、台風により２日目が中止になってしまったにも関わらず、
多くの方の来場がありました。今年の第６２回は、１１月３日～５日の３日間開催させてい
ただきます。ぜひ、ご来場ください。

ミ
ス
埼
大
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
０
は
１
日
目
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
皮

切
り
に
華
々
し
く
開
催
さ
れ
た
。
五
人
の
ミ
ス
コ
ン
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト

が
は
じ
け
る
よ
う
な
笑
顔
で
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
り
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の

会
場
と
な
っ
た
特
設
野
外
ス
テ
ー
ジ
に
は
多
く
の
人
が
集
ま
る
。
毎
年

む
つ
め
祭
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
多
く
の
人
々
の
注
目
を
集
め
る

ミ
ス
コ
ン
。
一
昨
年
の
ミ
ス
コ
ン
は
何
か
が
違
う
と
多
く
の
埼
大
生
が

感
じ
、
今
回
も
多
く
の
人
々
が
期
待
し
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
今
年
度

は
１
日
目
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
、
２
日
目
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
構
成
さ
れ
て

い
た
。

し
か
し
、
む
つ
め
祭
２
日
目
の
１０
月
３０
日
、
台
風
が
埼
玉
大
学
を
直

撃
。
大
学
側
の
判
断
に
よ
っ
て
、
む
つ
め
祭
自
体
が
中
止
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
ミ
ス
埼
大
が
決
定
し
な
い
ま
ま
む
つ
め
祭
は
終
り
、
イ
ベ
ン

ト
が
宙
に
浮
い
て
い
た
。
し
か
し
あ
る
日
、
大
学
の
い
た
る
と
こ
ろ
に

イ
ベ
ン
ト
の
告
知
が
貼
ら
れ
た
。「
こ
の
ま
ま
じ
ゃ
終
わ
れ
な
い
。」「
む

つ
め
２
日
目
取
り
戻
す
。」
ミ
ス
埼
大
を
決
め
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
だ

っ
た
。
多
く
の
埼
大
生
が
心
待
ち
に
し
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
イ
ベ
ン

ト
当
日
、
会
場
は
教
育
学
部
棟
Ｃ
１
教
室
。SA

ID
A
I
G
irls
C
ollection

の
リ
ハ
ー
サ
ル
ム
ー
ビ
ー
と
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
上
映
す
る
は
ず
だ
っ
た
ミ

ス
コ
ン
の
コ
ン
テ
ン
ツ
ム
ー
ビ
ー
の
上
映
、
ミ
ス
埼
大
の
決
定
な
ど
が

行
わ
れ
た
。
会
場
に
集
ま
っ
た
人
々
の
投
票
と
審
査
員
に
よ
る
厳
正
な

審
査
の
結
果
、
ミ
ス
埼
大
は
榎
園
珠
美
さ
ん
、
準
ミ
ス
埼
大
は
杉
山
小

百
合
さ
ん
、A

sh

賞
は
濱
未
来
さ
ん
、
パ
ル
コ
賞
は
桐
林
江
利
さ
ん
、

ス
ポ
ル
ト
賞
は
近
藤
明
香
さ
ん
と
な
っ
た
。
イ
ベ
ン
ト
終
了
後
、
帰
路

に
就
く
来
場
者
た
ち
か
ら
は
称
賛
の
声
が
上
が
り
、
そ

の
声
か
ら
は
興
奮
が
読
み
取
れ
た
。
ミ
ス
コ
ン
は
成
功

に
終
わ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
ミ
ス
コ
ン
フ
ィ
ナ
ー
レ
と
ま
っ
た
く
同
じ
ク
オ

リ
テ
ィ
を
再
現
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
か
も
し
れ

な
い
が
、
こ
れ
だ
け
来
場
者
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
イ
ベ
ン
ト
は
埼
玉
大
学
に
は
他
に
な
い
。

今
年
の
ミ
ス
埼
大
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
１
は
是
非
む

つ
め
祭
で
開
催
し
た
い
と
切
に
願
う
。

フフ
リリ
ーー
ペペ
ーー
パパ
ーー

ＳＳ
ＯＯ
ＵＵ
ＲＲ
ＣＣ
ＥＥ

「
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
」
と
は
、
埼
玉
大
学

公
認
サ
ー
ク
ル
学
生
団
体
Ｆ
Ｐ
〔
エ
フ
・

ピ
ー
〕
が
発
行
す
る
、
学
内
唯
一
の
学
生

が
作
る
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
で
す
。

２
０
０
９
年
春
の
創
刊
か
ら
今
回
の
発

行
で
十
一
冊
目
と
な
り
ま
す
。

★
Ｆ
Ｐ
〔
エ
フ
・
ピ
ー
〕
は
埼
玉
大
学
を

活
性
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。

こ
こ
で
言
う
、
活
性
化
と
は
、
能
動
的

に
動
く
人
間
を
数
多
く
作
る
こ
と
で
す
。

自
ら
も
主
体
的
と
な
っ
て
行
動
し
て
い

く
団
体
で
す
。
埼
玉
大
学
に
か
か
わ
る
全

て
の
学
生
を
繋
げ
る
ツ
ー
ル
と
な
り
、
そ

れ
を
永
続
的
に
行
う
こ
と
に
よ
り
、
大
学

内
で
の
ハ
ブ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
フ
リ
ー
ペ
ー

パ
ー
だ
け
で
な
く
、
ミ

ス
埼
大
コ
ン
テ
ス
ト
・

就
活
セ
ミ
ナ
ー
等
の
イ

ベ
ン
ト
を
行
い
、
埼
玉

大
学
を
盛
り
上
げ
て
い

ま
す
。

学
生
団
体
Ｆ
Ｐ
〔
エ
フ
・
ピ
ー
〕
代
表

ミ
ス
埼
大
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
１
統
括

伊
藤

弘
明

hiroaki40@
gm
ail.com

▲多くの来場者が訪れ、オープニングイベント
は大成功に終わった。

▲左から、杉山小百合さん、近藤明香さん、濱未来さん、榎園珠美さん、桐林江利さん

▲ミス埼大２０１０榎園珠美さん
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同
期
会
だ
よ
り

む
つ
め
ゴ
ル
フ
会

出
口

雅
史

平
成
１２
年
卒

毎
年
恒
例
の
「
む
つ
め
ゴ
ル
フ
会
」、
昨

年
は
１１
月
１２
日
�
に
森
林
公
園
ゴ
ル
フ
倶
楽

部
で
開
催
し
ま
し
た
。
一
昨
年
に
続
き
、
昨

年
の
大
会
も
心
地
よ
い
秋
空
の
下
、
３１
人
も

の
卒
業
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

競
技
は
、
１２
ホ
ー
ル
の
ぺ
リ
ア
方
式
で
、

Ｐ
Ａ
Ｒ
プ
ラ
ス
３
打
を
打
数
制
限
に
行
わ
れ
、

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
は
８３
と
い
う
ハ
イ
レ
ベ
ル
な

戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。優
勝
は
、昭

和
３５
年
経
済
学
部
卒
業
の
熊
埜
御
堂
範
雄
さ

ん
で
、グ
ロ
ス
８８
、ハ
ン
デ
ィ
１６
・
８
、ネ
ッ
ト

７１
・
２
と
い
う
素
晴
ら
し
い
成
績
。
２
位
に

太
田
博
さ
ん
、
３
位
に
は
小
林
千
秋
さ
ん
が

入
り
ま
し
た
。
最
多
打
数
は
１
２
９
で
し
た

（
ち
な
み
に
、
こ
の
最
多
打
数
は
私
で
す
…
）。

競
技
終
了
後
は
表
彰
式
が
行
わ
れ
、和
気
あ

い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
、
ゴ
ル
フ
の
成

績
を
振
り
返
り
な
が
ら
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

今
年
は
、
１１
月
１１
日
�
に
森
林
公
園
ゴ
ル

フ
倶
楽
部
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。
詳
細
に

つ
い
て
は
、
経
和
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
い
た
し
ま
す
が
、
同
期
会
や
ゼ
ミ
、
サ
ー

ク
ル
仲
間
な
ど
、
多
く
の
友
人
を
お
誘
い
合

わ
せ
の
う
え
、
一
人
で
も
多
く
の
方
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

参
加
者
…
熊
埜
御
堂
範
雄
、
太
田
博
、
小

林
千
秋
、
関
根
増
男
、
長
友
三
夫
、
高
橋
令

幸
、
清
水
安
衛
、
杵
鞭
弘
恭
、
手
嶋
毅
、
松

村
淑
子
、
松
村
雄
、
田
中
賢
二
、
寺
内
慎
一
、

鈴
木
均
、
内
藤
勝

久
、
小
澤
清
之
、

鈴
木
一
成
、
前
島

暁
、
大
崎
鼎
、
石

田
肇
、
諏
訪
村
博

行
、
木
村
喬
、
中

川
隆
夫
、
井
手
博
、

橋
本
養
平
、
井
上

雄
二
郎
、
高
久
哲

治
、
中
村
直
行
、

大
倉
忠
廣
、
杉
本

伸
六
、
出
口
雅
史

（
順
不
同
）

沖
縄
同
窓
会

埼
玉
大
学
沖
縄
同
窓
会
事
務
局

松
田

碩
志

昭
和
５８
年
度
卒

昨
年
８
月
、
沖
縄「
興
南
高
校
」が
甲
子
園

で
優
勝
し
た
そ
の
日
の
飲
み
会
、
い
つ
も
の

メ
ン
バ
ー
に
加
え
浦
和
一
女
卒
の
女
性
１
名

の
ご
臨
席
も
あ
り
、
同
窓
会
設
立
の
話
題
で

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
同
年
１２
月
３０
日
の
設

立
総
会
は
、
案
内
通
知
を
出
し
た
２２
名
中
１６

名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
当
日
は
、
同
窓

会
規
約
を
定
め
会
長
を
選
出
す
る
と
と
も
に
、

今
後
の
活
動
計
画
と
し
て
、
さ
ら
な
る
加
入

を
呼
び
か
け
る
こ
と
、
在
校
生
と
の
懇
親
を

持
つ
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。
同
窓
会
結
成

で
中
心
と
な
っ
た
メ
ン
バ
ー
は
、
昭
和
４７
年

５
月
１５
日
以
前
の
入
学
に
な
り
ま
す
。
当
時

は
、琉
球
政
府
立
の
高
校
を
卒
業
し
、パ
ス
ポ

ー
ト「
日
本
渡
航
証
明
書
」が
必
要
な
世
代
で

す
。設
立
総
会
後
の
懇
談
の
場
で
は
、沖
縄
復

興
を
担
う
人
材
と
し
て
埼
玉
大
学
で
学
ん
だ

青
春
時
代
の
熱
き
思
い
を
、
今
後
生
か
し
て

い
く
こ
と
、
さ
ら
に
次
世
代
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
い
う
雰
囲
気
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

氏 名 学部・学科 卒業年次
１ 赤嶺 純 経済学部 昭和５３年
２ 安里 辰洋 理工学部 数学科 昭和５０年
３ 石川 文男 物理学科
４ 石原 興嗣 電気工学科 昭和４７年
５ 石原 昌章 経済学部 昭和５１年
６ 嘉数 秀一 教養学部
７ 國場 裕介 機械工学科 平成９年
８ 下地 公彦 経済学部 平成４年
９ 城間 隆 経済学部 昭和４８年
１０ �名波 任 教育学部
１１ 高江洲正彦 経済学部 昭和５２年
１２ 玉城 大也 経済学部 平成９年
１３ 知念 和雄 経済学部 昭和４５年
１４ 當山 吉彦 理工学部 物理学科 昭和４９年
１５ 長嶺 弘輝 物理学科 昭和５２年
１６ 仲宗根朝賢 経済学部 昭和５４年
１７ 仲西 弘 理工学部 数学科 昭和４８年
１８ 花城 可保 経済学部 昭和４４年
１９ 譜久山當則 経済学部 昭和４８年
２０ 松田 桜子 教育学部
２１ 松田 碩志 経済学部 昭和５８年
２２ 宮城 光男 文理学部 英文学科 昭和４０年
２３ 山根健次郎 経済学部 昭和４６年

経済学部 １２
理工学部 ７
教育学部 ２
教養学部 １
文理学部 １
計 ２３
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埼
玉
県
総
務
部
長

倉
上

伸
夫

昭
和
５１
年
卒

埼
玉
り
そ
な
銀
行

鈴
木

義
郎

昭
和
５８
年
卒

在
学
中
、
松
島
春
海
教
授
の
ゼ
ミ
で
お
世

話
に
な
っ
た
こ
と
、
友
人
と
酒
を
飲
ん
だ
り
、

議
論
し
た
り
、
遊
ん
だ
こ
と
、
ま
た
、
栄
光

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
前
身
で
あ
る
学
習
塾
で
ア
ル

バ
イ
ト
を
し
た
り
、
家
庭
教
師
を
し
た
こ
と

な
ど
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
い
ま
は
亡
き
松

島
先
生
に
は
、
県
庁
に
勤
め
る
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
も
ア
ド
バ
イ
ス
や
励
ま
し
の
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
結
婚
式
に
も
出
て
い
た

だ
く
な
ど
、
大
学
卒
業
後
の
ほ
う
が
関
係
が

深
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
ま
た
、
友

人
と
の
出
会
い
も
、
自
分
の
人
生
に
と
っ
て

大
切
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

私
は
、
こ
れ
ま
で
、
産
業
労
働
、
教
育
、

さ
い
た
ま
新
都
心
建
設
、
Ｉ
Ｔ
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
分
野
の
業
務
を
担
当
し
て
き
ま
し
た
が
、

最
近
、
埼
玉
県
と
埼
玉
大
学
の
関
係
が
深
ま

っ
て
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
平
成
１９

年
３
月
に
、
相
互
協
力
・
連
携
協
定
（
包
括

協
定
）
を
締
結
し
た
成
果
が
で
て
き
て
い
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、
私
自
身
、
産
学
官

連
携
や
教
育
行
政
な
ど
に
携
わ
っ
て
き
た
の

で
、
そ
う
感
じ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

と
り
わ
け
、
渋
谷
副
学
長
、
山
口
教
育
学

部
長
に
は
、
こ
こ
数
年
、
大
変
お
世
話
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

取
組
み
は
ま
だ
ま
だ
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か

り
で
す
。
今
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
緊
密

な
協
力
関
係
を
築
き
、
埼
玉
県
の
活
性
化
に

更
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆

様
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

私
が
埼
玉
大
学
経
済
学
部
経
済
学
科
に
入

学
し
た
の
は
共
通
一
次
元
年
で
あ
る
昭
和
５４

年
で
す
。
在
学
中
は
勉
強
よ
り
も
ゴ
ル
フ
と

麻
雀
に
熱
中
し
て
い
た
私
で
す
が
運
よ
く
埼

玉
銀
行
（
現
埼
玉
り
そ
な
銀
行
）
に
拾
っ
て

も
ら
い
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
卒
業
し
た

の
は
三
十
年
近
く
昔
で
す
が
銀
行
に
就
職
し

て
か
ら
も
母
校
と
は
色
々
ご
縁
が
あ
り
、
若

い
時
分
に
は
集
金
に
お
伺
い
し
て
い
ま
し
た

し
、
最
近
で
は
寄
附
講
座
の
講
師
を
勤
め
さ

せ
て
頂
い
た
関
係
で
今
で
も
大
学
は
身
近
な

存
在
で
す
。

ま
た
、
卒
業
後
も
毎
年
ゼ
ミ（
野
田
ゼ
ミ
・

金
融
論
）
の
忘
年
会
が
あ
り
年
に
一
度
は
先

生
を
お
呼
び
し
先
輩
後
輩
で
酒
を
酌
み
交
わ

し
て
い
ま
す
。
近
年
の
Ｏ
Ｂ
会
で
は
先
生
の

お
元
気
な
様
子
と
後
輩
の
石
丸
君
が
い
つ
所

帯
を
持
つ
か
が
皆
の
楽
し
み
で
す
。
当
行
の

中
で
も
埼
大
出
身
者
で
飲
む
事
が
結
構
あ
り

ま
す
。
働
く
セ
ク
シ
ョ
ン
は
バ
ラ
バ
ラ
で
す

が
情
報
交
換
や
ガ
ス
抜
き
に
は
気
楽
な
仲
間

が
一
番
で
す
ね
。
埼
玉
大
学
の
卒
業
生
は
私

大
に
比
べ
て
少
な
い
で
す
が
色
々
と
支
え
合

っ
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

〈新入会員〉平成２０年入学 中屋俊彦、村上
大樹、吉岡明良、助川明美、南雲譲史、鈴木
雄也、茶山照康、�橋愛、水口昇平、鳥川高
浩、丸山哲、青木真広、佐藤宏政、沼倉秀平、
武田延高、山形祥一、茂村総一郎、児玉慎一、
楠見知輝 平成２１年入学 太田裕介、大貫達
也、戸川挙斗、富沢涼太、齋藤拓未、栗橋惇、
田中浩晶、滝口優樹、�橋美鈴、村山裕太郎、
石橋朋子、林谷和子 平成２２年入学 遠藤孝
行、熊谷連、齋藤謙介、大澤恒久、田中享、
山田絵葉、美濃部英明、岩田愛美、松原澄音、
飯塚啓太、加藤充彦、土屋優太、吉田智、朱
櫻子、古川洋平、宮川明久、室井亮二、鳥井
平成２３年入学 白井伸和、王玉、金子晶宗、
小牧さくら、佐々木雅人、安藤久、金丸将司、
矢竹正博、安高益枝、外山玄海、松井真美、
古泉可南子、中嶋未来、バトムンフメンドバ
ヤル、大網康平、古川孝、柴田仁夫、�橋光
一、中澤克浩、齊藤千尋、石川良亮、猪野太
一郎、坂上千明、小林床、佐竹亮哉、鈴木優、
酒井優、三浦淑恵、斉藤弘行、小野航、足利
優花、目崎裕亮、小野村寧々、関茅夏、森谷
悠基、小野寺彩、竹城圭将、田中寛子、後藤
有里、小田拳志郎、朝日光一、北山健士郎、

知久孝、飯島輝展、林理之、秋元麻里、鈴木
嘉寿馬、齋藤愛、石坂優介、多筥大暉、西田
りか、小林淳也、武安真太郎、南和也、土田
一宇宙、�地有紀、山口純平、今富創士、徳
田実咲、立花達朗、長谷川奈々、藤井春樹、
木曽純太、肥田駿佑、園田朗人、齋藤憲章、
青木和也、松本直希、鹿内直輝、類家哲生、
瀬川友紀子、辻拓弥、岡田柊平、森田修平、
福島知之、北村琢馬、石川貴大、野澤紫乃、
神長祐太朗、佐藤智亜樹、櫻井岳史、佐竹宏
文、高尾紋夏、辻彩子、石川雄貴、三上大輔、
細入祥汰、山田ともこ、小野寺將晃、明石涼、
木村信子、舩山聡太、市川さおり、宮沢駿平、
齋藤稜、木口聖、小笹和哉、日向元大、鳶川
貴子、渋谷篤義、佐藤俊朗、木村舞耶、林洸
介、佐藤元輝、岩崎健二、遠藤瑶子、深谷真
弘、北川恭大、若澤敏克、斉藤諒、佐藤翼、
高橋一基、嘉崎亜紀、山田祥子、小木将貴、
石井航太、山本将矢、中島美和、遠藤友子、
壱岐村勇人、加瀬智美、櫻庭俊吾、角田孝正、
石黒翔太、蓬田愛実、高木裕亮、新田裕河、
五十嵐誠
〈卒業生〉昭和３１年卒 中園常記、飯島秀男
昭和３２年卒 栗原一郎、林正男 昭和３３年卒

桜田良彦 昭和３４年卒 久保信朗 昭和３５年

卒 岩城昌一 昭和３７年卒 迫田義憲、橋元
和子 昭和３８年卒 小林信一 昭和３９年卒

宮入興一、石原賢二、狩野博 昭和４０年卒

野口節子 昭和４２年卒 齊藤篤 昭和４３年卒

小林宣光 昭和４６年卒 辻野祐治、杵鞭弘恭、
浜野眞一、古野治 昭和４７年卒 鈴木均、荻
野勝美 昭和４８年卒 篠田健之、飯田康英、
福田稔、倉康生 昭和５０年卒 宮脇豊、杉山
章子 昭和５２年卒 栗原徹 昭和５４年卒 杉
山康雄 昭和５６年卒 茅野明宏 昭和５７年卒

矢高伸司 昭和５８年卒 福井淳 昭和５９年卒

松田碩志 昭和６２年卒 鈴木研次 平成１年

卒 金子浩 平成３年卒 末岡智一 平成４

年卒 羽島浩司 平成１０年卒 菅敬太郎 平

成１１年卒 橋本斉子 平成１２年卒 出口雅史
平成１３年卒 佐野友美、川上卓蔵 平成１６年

卒 久次文勝 平成１９年卒 柳井谷忍 平成

２０年卒 中田佑治、岡野哲也、石田貴裕、�
橋優太 平成２３年卒 吉山小百合 教養学部
に転部 吉田達文
〈不明〉齋藤裕

私
の
交
流
録

平成２２年５月～２３年３月まで（敬称略）ああありりりがががとととうううごごござざざいいいままますすす 経和会終身会費及び賛助・広告代納入の皆様

経和会ホームページをご利用ください
URL http : //www.keiwakai.net メール webmanager@keiwakai.net
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昭
和
六
十
二
年
、
私

達
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
員

は
イ
ン
カ
レ
予
選
を
迎

え
て
い
た
。
相
手
は
、

リ
ー
グ
で
は
当
時
一
番

強
か
っ
た
城
西
大
学
。

試
合
は
途
中
ま
で
７
対
１
の
劣
勢
で
５
回
を

迎
え
て
い
た
。
こ
こ
か
ら
粘
り
を
見
せ
、
４
点

返
し
更
に
１
、２
塁
に
ラ
ン
ナ
ー
を
残
し
私
に

打
順
が
回
っ
て
き
た
。
４
、５
球
フ
ァ
ー
ル
で

粘
り
、
フ
ル
カ
ウ
ン
ト
と
な
っ
た
。
そ
の
間
パ

ス
ボ
ー
ル
も
あ
り
相
手
も
苦
し
い
。
そ
し
て
、

次
ぎ
の
球
は
待
っ
て
い
た
内
角
ス
ト
レ
ー
ト
。

「
よ
し
っ
！
」
と
心
の
中
で
叫
び
、
振
り
に
行

っ
た
私
は
、
ラ
イ
ナ
ー
性
の
ラ
イ
ト
前
ヒ
ッ
ト

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
。

し
か
し
、

結
果
は
セ
カ

ン
ド
ゴ
ロ
の

凡
退
。
そ
の

後
、
こ
の
チ

ャ
ン
ス
を
最

大
限
に
生
か

せ
な
か
っ
た

こ
と
が
響
い

て
敗
れ
て
し

ま
っ
た
。

こ
れ
が
卒

業
し
て
二
十

二
年
経
つ
今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
場
面
で

あ
る
。
悔
し
い
反
面
、
今
な
ら
打
て
そ
う
な
気

が
す
る
の
が
不
思
議
な
も
の
で
あ
る
。

当
時
一
番
の
目
標
で
あ
っ
た
イ
ン
カ
レ
出
場

に
届
か
な
か
っ
た
こ
と
が
、
部
活
生
活
最
大
の

思
い
出
と
な
っ
て
い
る
。

一
昨
年
、
十
六
年
振
り
に
さ
い
た
ま
に
戻
っ

て
き
た
。
あ
る
時
大
学
の
脇
を
車
で
通
っ
た
折
、

練
習
試
合
を
し
て
い
る
の
を
見
か
け
た
。
試
合

を
し
ば
ら
く
見
て
い
た
ら
懐
か
し
さ
が
込
み
上

げ
る
と
共
に
触
発
さ
れ
、
そ
の
帰
り
に
、
毎
日

の
よ
う
に
練
習
に
通
っ
た
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
に
行
っ
て
見
た
。
が
、
残
念
な
が
ら
無
く

な
っ
て
い
た
。
珍
し
く
ノ
ン
プ
ロ
級
の
ス
ピ
ー

ド
を
誇
る
ソ
フ
ト
打
席
が
あ
っ
た
貴
重
な
練
習

場
で
あ
っ
た
の
だ
が
。
あ
の
頃
を
思
い
出
し
て

無
心
で
打
っ
て
み
た
い
、
今
で
も
そ
う
思
う
。

そ
ん
な
思
い
出
の
中
で
培
わ
れ
た
交
友
関
係

は
今
で
も
続
い
て
お
り
貴
重
な
財
産
で
あ
る
。

又
、
今
私
は
一
市
民
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
マ
ラ
ソ

ン
を
趣
味
に
し
て
お
り
、
打
ち
込
め
る
も
の
が

あ
る
。
仕
事
以
外
に
打
ち
込
め
る
こ
と
が
あ
る

と
、
仕
事
に
も
い
い
リ
ズ
ム
が
生
ま
れ
る
、
と

い
う
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
。
学
生
の
皆
様
に

も
、
何
か
に
打
ち
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
交
友

関
係
を
始
め
と
し
て
何
か
得
る
も
の
を
見
つ
け

て
欲
し
い
と
切
に
願
っ
て
、
稚
拙
な
こ
の
文
章

を
終
わ
り
た
い
と
思
う
。

今
年
で
、
現
役
学
生
が
編
集
委
員
に
加
わ
っ
て

か
ら
５
年
目
に
な
り
、
ま
た
、
新
た
に
若
手
の
卒

業
生
が
２
名
加
わ
り
、
新
旧
交
代
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
も
、
会
報
の
２
つ
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
、

「
�
経
和
会
が
経
済
学
部
の
就
職
支
援
並
び
に
経
済
学
部
支
援

を
行
う
こ
と
、
�
現
役
学
生
・
卒
業
生
等
若
い
方
か
ら
年
輩
の

方
に
も
ご
寄
稿
い
た
だ
き
、
一
部
の
卒
業
生
だ
け
で
な
く
、
若

い
方
を
含
め
多
く
の
会
員
に
関
心
を
抱
い
て
も
ら
う
こ
と
」、

を
念
頭
に
置
き
、
経
和
会
発
展
に
寄
与
す
る
目
的
で
発
行
致
し

ま
し
た
。

最
後
に
、
震
災
の
中
、
例
年
通
り
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
に
対
し
、
望
月
印
刷
様
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

「埼玉大学東日本大震災緊急支援奨学金」へ募金のお願いについて
振込先 銀行名 三井住友銀行 大宮支店

口座種別 普通 口座番号７９６８０４１
口 座 名 埼玉大学東日本大震災緊急支援奨学金口

または埼大震災奨学金口
寄附金控除
本奨学金に対する寄附は、所得税等の寄附金控除の対象となり

ますので、領収書をご希望の方は、下記まで問い合わせください。
本奨学金に関する問合せ先
埼玉大学 学務部学生支援課
TEL：０４８－８５８－３９４４ FAX：０４８－８５８－３６８２
E-Mail : saidaisupport@gr.saitama-u.ac.jp

埼玉大学では今回の大震災について、被災さ
れた埼玉大学生を救おうと経済的な緊急支援と
して緊急支援奨学金を創設しました。経和会で
もその趣旨に賛同し募金活動に協力いたします。
つきましては同窓生の皆さまからの温かい募金
を心よりお願い申し上げます。
なお、埼玉大学が学生の入学金・授業料免除

などの支援を行う一方、この奨学金は学生生活
を補助する目的で使われます。対象は１００名程
度で一人１５万円ほどを給付するものです。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に

費
や
し
た
大
学
生
活

（
平
成
元
年
卒
）
井
上
ゼ
ミ
（
会
計
学
）

有
賀
（
坂
東
）
邦
俊

訃

報
埼
玉
大
学
名
誉
教
授
（
元
経
済
学

部
教
授
）
村
川
秀
雄
先
生
（
享
年
８２

歳
）
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
成
２２

年
１２
月
１
日
�
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
こ
こ
に
謹
ん
で
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。
合
掌

恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩
師師師師師師師師師師師師師師師師師師
かかかかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららららら
のののののののののののののののののの
便便便便便便便便便便便便便便便便便便
りりりりりりりりりりりりりりりりりり

名
誉
教
授

小
山

博
也

政
治
学

経
済
学
部
卒
業
生
が
１
万
人
を
超
え

た
と
の
こ
と
、
歴
史
の
重
み
を
感
じ
て

い
ま
す
。
最
近
、
依
頼
さ
れ
て
会
津
出

身
の
政
治
家
・
官
僚
の
幾
人
か
の
評
伝

を
書
き
ま
し
た
。
今
は
政
党
関
係
の
思

想
史
関
連
の
本
を
読
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
頼
ま
れ
て
地
元
の
老
人
会
の

会
長
を
し
て
い
ま
す
。
さ
さ
や
か
な
社

会
奉
仕
の
積
り
で
す
。

そ
れ
に
し
て
も
大
震
災
の
被
害
に
あ

わ
れ
た
方
々
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
、
復
興
の
速
や
か
な
る
こ
と

を
心
か
ら
祈
っ
て
い
ま
す
。

編
集

後
記
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